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第 31 号

９月定例議会

平成16年

10月25日

平成15年度 決　算　認　定 (２～３ページ)

一般質問　村の姿勢を問う (８～９ページ)

議員研修報告 ～各常任委員会がゆく～ (11～13ページ)

聞きたい 知りたい みんなの声 (15～16ページ)

おもな内容

読者シリーズ

(４～５ページ)

▲第７回昭和の秋まつり

▲森下豊年祭り ▲小寺知事とコスモス観賞
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６月定例会�
３月定例会�

６
月
定
例
会�

９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
（
木
）
か
ら
17
日
（
金
）

ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
事
項
の
承
認
１
件
、
補
正
予
算
を
含
む
議

案
14
件
、
人
事
案
件
１
件
、
特
別
委
員
会
設
置
を
含
む

議
員
発
議
５
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
平
成
15
年
度
昭
和
村
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
各
会
計
と
も
提
出
さ
れ
た
決

算
書
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
一
般
質
問
で
は
２
名
が
登
壇
し
、
村
の
姿

勢
を
問
い
ま
し
た
。

一般会計（賛成多数　反対１）
歳入総額　45億6,808万３千円

（前年度比　13.4％増）
歳出総額　43億5,901万５千円

（前年度比　15.0％増）

歳入全体を見ると前年より増

となっていますが、内容的には

施設整備等各種事業による、

国・県からの補助金の増、各種

基金の取り崩しによる増であり、

地方交付税は前年度比5.8％減額

であります。極めて厳しい地方

財政の現状をふまえた中で、村

民福祉の向上のため、充実かつ

効率的な事業が実施されました。

平成15年度決算
一般会計・特別会計

歳入総額

74億7,398万８千円
歳出総額

71億5,238万８千円 を認定
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国民健康保険事業特別会計（賛成多数　反対１）

歳入総額　９億1,059万６千円
（前年比12.3％増）

歳出総額　８億5,984万２千円
（前年比 9.7％増）

・前年度比増額の主な要因は制度改正により、74歳までが
国保被保険者となったためです。

老人保健事業特別会計会計（全員賛成）
歳入総額　７億8,409万５千円

（前年比14.9％減）
歳出総額　７億6,571万３千円

（前年比13.2％減）
・前年度比減額の主な要因は、老人保健法改正により対象
年齢が70歳以上から75歳以上までに段階的に引き上げられ
た事による医療費の減額です。

簡易水道事業特別会計（全員賛成）
歳入総額　１億8,229万４千円

（前年比50.8％減）
歳出総額　１億6,607万８千円

（前年比52.9％減）
・歳入・歳出ともに前年比が大幅な減額になっていますが、
営農飲雑用水施設整備事業の工事費の減額によるものです。

農業集落排水事業特別会計（全員賛成）
歳入総額　５億8,488万９千円

（前年比 2.6％増）
歳出総額　５億6,926万６千円

（前年比 2.4％増）

介 護 保 険 特 別 会 計（全員賛成）
歳入総額　４億4,403万１千円

（前年比 0.3％増）
歳出総額　４億3,247万４千円

（前年比 0.4％増）

特 別 会 計 総総務務費費
・芝生公園整備事業
・千客万来支援事業
観光トイレ整備工事

・千客万来支援事業
観光案内板設置工事

民民生生費費
・知的障害者支援費
・第１保育園整備事業

教教育育費費
・昭和村公民館、保健
センター熱源入替工
事

消消防防費費
・ポンプ車及び小型動
力ポンプ付積載車の
導入（第５・第10
分団）

・消防団詰所解体工事
（第８分団）

衛衛生生費費
・リサイクル施設設
置工事（旧給食セ
ンタ－を改修） 土土木木費費

・道路台帳補正業務委
託事業

・村道中野横断道路
（望郷ライン）道路
舗装工事

・村道滝寺上内出線道
路改良工事（新設）

・村道町屋１号線道路
改良工事（新設）

農農林林水水産産業業費費
・堆肥舎施設整備事業
・鹿除けネット工事
（桜地区）

監
査
委
員
の

決
算
審
査
総
括
的
意
見

代
表
監
査
委
員
　
松
井
源
之
助

氏

監

査

委

員
　
澤
浦
　
譽
由

氏

今
年
度
審
査
に
お
い
て
、

歳
出
の
注
目
す
べ
き
点
は
、

人
件
費
が
減
少
し
た
事
で
あ

る
、
こ
れ
ら
は
、
議
員
定
数

の
２
名
減
、
ま
た
現
在
の
議

員
ま
た
特
別
職
、
自
ら
が
報

酬
・
給
与
を
５
％
引
き
下
げ

た
り
、
職
員
数
の
減
に
伴
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

公
債
費
は
前
年
比
２
千
５

０
０
万
１
千
円
増
と
な
り
、

公
債
費
比
率
も
12
・
４
％
と

毎
年
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
前
年
比
６
億

４
千
８
４
１
万
３
千
円
増
で

対
前
年
比
で
は
１
２
３
・

２
％
の
増
で
す
、
第
一
保
育

園
整
備
事
業
、
芝
生
公
園
整

備
事
業
、
堆
肥
舎
等
施
設
整

備
事
業
の
大
型
投
資
補
助
事

業
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。つ

ぎ
に
補
助
金
交
付
先
を

審
査
し
ま
し
た
。
抽
出
審
査

（
件
数
７
件)

補
助
金
の
内
容

は
多
岐
に
亘
り
、
且
つ
交
付

先
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
補

助
金
の
性
格
上
、
交
付
を
一

度
受
け
る
と
「
既
得
権
」
と

な
り
受
け
る
側
は
毎
年
続
く

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注

意
を
払
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

歳
出
方
法
に
つ
い
て
も
予

算
に
基
づ
き
支
出
さ
れ
て
お

り
、
村
民
が
安
心
し
て
生
活

を
営
め
、
ま
た
経
営
の
安
定

化
、
児
童
生
徒
の
環
境
整
備

等
の
諸
施
策
も
施
さ
れ
て
お

り
、
所
期
の
目
的
は
達
成
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

平成15年度の

おもな事業
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全
議
員
16
名
を
委
員
と
し

て
、
村
づ
く
り
対
策
特
別
委

員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
村
は
、
昨
年
の
12
月

議
会
に
お
い
て
自
主
自
立
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
度
に
お
い
て
は
村
の
長

期
計
画
を
策
定
す
る
「
第
４

次
総
合
計
画
策
定
」
の
年
で

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状

こういうことが
決まりました

議
員
発
議

「
村
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
」

設
置
を
議
決

況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
自
主

自
立
に
向
け
て
、
今
後
10
年

間
の
計
画
を
作
っ
て
い
く
中

で
、
村
民
が
「
夢
と
希
望
の

持
て
る
将
来
構
想
」
を
村

民
・
議
会
・
村
当
局
と
三
者

が
一
体
と
な
り
、
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
自
主
自
立
の
村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

特別委員会のうごき
第
１
回

村
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
を
開
催

９
月
定
例
会
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
、
全
議

員
で
構
成
さ
れ
る
村
づ

く
り
対
策
特
別
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
正
副
委

員
長
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
長
澤
浦
譽
由

副
委
員
長
小
野
一
男

ま
た
、
そ
の
後
、
10
月
18

日
に
行
う
、
村
づ
く
り
協

力
委
員
さ
ん
と
の
話
し
合

い
の
テ
ー
マ
を
「
10
年
後

の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
」

と
し
ま
し
た
。

今
後
、
自
立
し
た
村
づ

く
り
の
た
め
に
、
協
議
を

重
ね
て
参
り
ま
す
。

▽
10
月
３
日
（
日
）

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

地方財政の充実・強化を
求める意見書

１．2004年度予算における大幅な交付税削減が、
自治体の予算編成に混乱を生じた結果を踏ま
え、2005年度は地方財政再建と地方自立につ
ながる財政改革を行うこと。

２．税源移譲を進めたとしても自治体間の財政
力格差は存在するため、地方交付税制度の財
源保障と財政調整の機能を堅持し、地方交付
税の「総額」は確保すること。

平成16年９月17日
群馬県利根郡昭和村議会

郵政事業経営形態変更に
反対する意見書

現在、郵政事業の在り方についても論じられ
ておりますが、経営形態の見直しや民営化等経
済優先の角度から論議され、必ずしも民意に添
った方向に動いているとは思えないところであ
ります。
また、国民の経済生活の一部となっている多

くの郵便局の廃止も考えられ、郵便貯金や簡易
保険の利用にも不便さが生じ、生活に与える影
響も大きなものがあると思われます。
現在、日本郵政公社は発足後１年５ヶ月が経

過し、平成15年度の決算では三事業とも独立採
算のもと黒字を計上し、もとより税金は一切使
わずに健全な経営が行われています。
つきましては、国においては郵政事業がこれ

まで果たしてきた役割を考慮し、今後とも現行
の国営、非営利の経営形態を堅持し、事業の民
営化に向けた取組みを行わないよう強く要望し
ます。

平成16年９月17日
群馬県利根郡昭和村議会

地球温暖化防止のための森林吸収源
対策の確実な推進を求める意見書

我が国の森林は、国土の保全、良質な水の安定的
な確保など、豊かな国民生活を送る上で欠くことの
できない多様な機能を有しています。
特に、近年では、地球温暖化の主たる要因である

二酸化炭素の吸収源として重要な役割が期待されて
いるところであります。
地球温暖化対策については、京都議定書に定める

我が国の温室効果ガス削減目標６％のうち、3.9％
を森林による吸収量で確保することとしており、削
減約束の達成には森林の健全な育成が不可欠なもの
となっています。
よって、国におかれては、吸収源対策としての森

林整備を強力に進め、豊かな森林空間と自然を次の
世代に引き継ぎ、国民共有の財産にするため、温暖
化対策税の創設を図り、その税収の活用目的に森林
整備・保全を位置づけるよう地方自治法第99条の
規定により意見書を提出します。

平成16年９月17日
群馬県利根郡昭和村議会

義務教育費国庫負担制度の
堅持に関する意見書

義務教育費国庫負担制度は、義務教育の機会均等
とその教育水準の維持・向上及び地方財政の安定の
ため、国が必要な財源を保障するとの趣旨で確立さ
れたものであり、これまで大きな役割を果たしてき
たところであります。
国は「三位一体の改革」の中で、平成18年度末

までに全額の一般財源化について検討を行うことと
しています。
義務教育の水準確保と地方教育行政の充実を図る

ためには、来年度以降においても、学校栄養職員や
事務職員を含めた教職員の給与費に係る義務教育費

国庫負担制度を堅持することが必要であり
ます。

平成16年９月17日
群馬県利根郡昭和村議会

６月定例会�
３月定例会�

６
月
定
例
会�
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情
報
公
開
に
伴
う
情
報
公
開

審
査
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て

昭
和
村
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

情
報
公
開
条
例
第
13
条
の

規
程
に
よ
り
、
情
報
公
開
審

査
委
員
会
委
員
の
報
酬
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

「
日
額
９
　
０
０
０
円
」

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

法
人
税
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
租
税
特

別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
連

結
法
人
等
の
優
良
宅
地
等
の

認
定
に
係
る
条
文
が
追
加
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
に
伴
う
書
面

の
交
付
、
閲
覧
、
証
明
書
等

の
手
数
料
に
つ
い
て
改
正
さ

れ
る
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
給
与
生
活
者
及
び
自

営
業
者
等
住
宅
建
設
資
金
補

助
金
交
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
補
助
金
引
き

下
げ
ら
れ
る
）

自
治
体
自
ら
の
努
力
と
責

任
に
よ
る
行
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
補
助
金
の
見

直
し
を
す
る
も
の
で
す
。

補
助
金
の
算
定
割
合
を
建

設
事
業
費
の
１
・
４
％
を

１
・
１
２
％
に
、
ま
た
限
度

額
を
21
万
円
か
ら
10
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
企
業
誘
致
推
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
体
育
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
（
芝
生
広
場
の

使
用
料
決
ま
る
）

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
総
合
運
動
公
園
内
に

「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
芝
生
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
使
用
料
は
次
の

通
り
で
す
。

芝
生
広
場
午
前
５

０
０
０
円

午
後
５
０
０
０
円

但
し
、
村
民
が
利
用
す
る

場
合
は
十
分
の
一
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
の
規
約
変
更

沼
田
市
・
白
沢
村
・
利
根

村
３
市
町
村
の
合
併
に
必
要

な
協
議
が
終
了
し
利
根
郡
白

沢
村
及
び
同
利
根
村
を
廃

し
、
そ
の
区
域
の
全
部
を
沼

田
市
に
引
き
継
ぎ
、
平
成
17

年
２
月
13
日
を
合
併
の
期
日

と
確
認
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、

両
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す

る
協
議
で
は
議
員
定
数
及
び

理
事
者
数
の
規
定
を
改
め
、

ま
た
財
産
処
分
に
つ
い
て

は
、
配
置
分
合
後
に
存
続
す

る
団
体
が
承
継
す
る
事
を
、

新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
組
合
議
員
は
沼
田

市
が
４
人
増
の
10
人
と
な

り
、
あ
と
は
各
町
村
２
人
ず

つ
で
合
計
22
人
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

利
根
沼
田
学
校
組
合
の
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
利
根
商
業
高
等
学
校
）

沼
田
市
へ
白
沢
村
と
利
根

村
が
編
入
す
る
た
め
議
員
の

定
数
９
人
を
７
人
に
改
め
理

事
に
つ
い
て
も
９
人
か
ら
７

人
に
な
り
２
人
減
と
な
る
。

（
全
員
賛
成
）

沼
田
市
外
三
箇
村
清
掃
施
設

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

こ
の
組
合
は
、
沼
田
市
、

白
沢
村
、
川
場
村
、
昭
和
村

で
組
織
し
て
き
た
が
、
白
沢

村
が
沼
田
市
へ
編
入
合
併
す

る
た
め
組
合
名
を
沼
田
市
外

二
箇
村
に
清
掃
施
設
組
合
に

改
正
し
、
組
合
議
員
に
つ
い

て
は
沼
田
市
は
４
人
か
ら
５

人
に
川
場
村
、
昭
和
村
に
あ

っ
て
は
各
１
人
と
し
、
副
管

理
者
は
３
人
か
ら
２
人
と
す

る
。

（
全
員
賛
成
）

平
成
16
年
度
昭
和
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５

２
万
５
千
円
を
減
額
し
歳

入
・
歳
出
総
額
を
44
億
２
千

１
５
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

平
成
16
年
度
昭
和
村
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

４
５
万
円
を
追
加
し
予
算
総

額
を
１
億
４
９
７
万
２
千
円

と
な
り
ま
す
。（

全
員
賛
成
）

平
成
16
年
度
昭
和
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

千
２
４
２
万
５
千
円
を
追
加

し
歳
入
・
歳
出
総
額
は
３
億

６
千
７
４
１
万
６
千
円
で

す
。

（
全
員
賛
成
）

平
成
16
年
度
昭
和
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

百
５
９
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
・
歳
出
総
額
を
４
億
４

千
９
百
１
８
１
千
円
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
固
定
資
産
評
価
員

に
小
林
勝
典
税
務
課
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

条
例
改
正

そ

の

他

補
正
予
算

人
　
　
事

’’

議
会
日
程

９
月
９
日
（
木
）

本
　
会
　
議

全
員
協
議
会

９
月
10
日
（
木
）

全
員
協
議
会

９
月
11
・
12
日
（
土
・
日
）

休
会

９
月
13
日
（
月
）

総
務
常
任
委
員
会

９
月
14
日
（
火
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
月
15
日
（
水
）

民
生
文
教
常
任
委
員
会

９
月
16
日
（
木
）

予
　
備
　
日

９
月
17
日
（
金
）

全
員
協
議
会

本
　
会
　
議

９
月
定
例
会

’
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常任委員会のうごき

民
生
文
教
常
任
委
員
会

本
委
員
会
は
、９
月
13
日
、

村
長
、
所
管
職
員
出
席
の
も

と
で
、
15
年
度
決
算
と
主
要

施
策
の
実
績
報
告
の
説
明
が

あ
り
、審
議
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
監
査
委
員
報
告
の
と

お
り
、
所
期
の
目
的
は
達
成

で
き
て
い
る
が
、
今
後
は
財

政
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
の
で
予
算
執
行
に

つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
」「
郵
政
事
業
を

民
営
化
し
な
い
こ
と
を
要
望

す
る
」「
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
森
林
吸
収
源
対
策

の
確
実
な
推
進
に
つ
い
て
」

の
３
件
に
つ
い
て
は
、
地
域

に
直
接
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
採

択
と
し
て
意
見
書
を
国
へ
提

出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
意
見
書
採
択

に
関
す
る
要
請
」
は
現
在
、

国
で
審
議
中
と
の
こ
と
で
趣

旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で

あ
り
ま
す
が
、
各
小
学
校
区

に
３
カ
年
で
計
画
さ
れ
て
い

る
20
戸
の
借
上
げ
賃
貸
住
宅

の
う
ち
、
今
年
度
大
河
原
地

区
に
８
戸
完
成
し
ま
す
。
村

の
活
性
化
と
人
口
増
に
期
待

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
関
屋
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
も
努
力
中

で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
早
急

な
進
出
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
は
、９
月
15
日
、

委
員
全
員
、
議
長
、
村
長
、

助
役
、
教
育
長
、
関
係
各
課

長
、
係
長
出
席
の
も
と
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

受
理
番
号
76
号
「
教
育
基
本

法
を
守
り
生
か
す
こ
と
を
求

め
る
請
願
」
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
の
中
か
ら
、
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
は
修
正
し

て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
と

思
う
が
と
の
問
い
に
、
村
当

局
側
か
ら
現
行
の
教
育
基
本

法
は
特
に
問
題
は
な
い
と
思

う
が
、
た
だ
し
、
教
師
の
解

釈
の
仕
方
に
も
幅
が
あ
る

等
、
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し

た
が
、
国
の
方
向
性
も
出
て

い
な
い
こ
と
か
ら
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
質
疑
と
し
て
、
大

河
原
小
学
校
の
耐
震
調
査
の

関
係
を
問
う
と
、
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
改
修
が
必
要
、

校
舎
に
つ
い
て
は
基
準
値
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
特
養
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
９
月
24
日
入
札
、
10

月
７
日
、
起
工
式
で
工
事
が

始
ま
り
、
来
年
８
月
開
所
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
河
原
小
学
校
区
の
学
童
保

育
施
設
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
、
県
の
補
助
事
業
は
町
村

部
の
採
択
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
報
告
が
あ
り
、
次
年
度

に
期
待
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲s使用済自動車の再資源化、群馬カーリサイク

ルセンター建設地

本
委
員
会
は
、
９
月
14
日

開
催
、
委
員
全
員
、
議
長
、

説
明
者
と
し
て
村
長
、助
役
、

関
係
各
課
長
、
係
長
の
出
席

に
よ
り
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

現
地
調
査
の
う
え
、
慎
重
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

受
理
番
号
77
号
「
入
原
県

道
よ
り
西
原
村
道
を
繋
ぐ
旧

道
拡
幅
及
び
一
部
分
の
新
設

工
事
の
お
願
い
に
つ
い
て
」

は
、
当
該
地
区
は
、
子
育
保

育
園
改
築
予
定
地
に
一
部
隣

接
し
、
一
部
は
公
道
の
付
け

替
え
等
を
含
ん
で
お
り
ま

す
。
高
橋
助
役
よ
り
、
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
を
し
、

道
路
工
事
を
行
う
時
は
、
子

育
保
育
園
の
形
状
を
勘
案

し
、
行
う
こ
と
を
確
認
し
、

全
会
一
致
で
採
択
と
し
ま
し

た
。受

理
番
号
78
号
「
ス
ー
パ

ー
Ｌ
資
金
農
林
漁
業
金
融
公

庫
直
接
融
資
に
関
す
る
利
子

補
給
の
お
願
い
に
つ
い
て
」

は
、
認
定
農
業
者
育
成
資
金

利
子
助
成
金
交
付
要
綱
を
基

に
、
第
７
条
関
係
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
た
が
、な
お
、

引
き
続
き
、
調
査
研
究
の
必

要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
継

続
審
査
と
い
た
し
ま
し
た
。

受
理
番
号
79
号
「
国
際
コ

メ
年
」記
念
事
業
の
推
進
と
、

国
に
対
し
「
米
改
革
」
の
中

止
、
及
び
価
格
保
障
制
度
の

確
立
を
中
心
と
し
た
稲
作
再

生
策
を
求
め
る
請
願
」で
は
、

米
価
は
生
産
者
が
決
め
る
の

で
は
な
く
、
消
費
者
が
決
め

る
と
の
意
見
も
あ
る
中
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と

が
一
番
で
あ
り
、
安
定
供
給

が
で
き
る
よ
う
、
全
会
一
致

で
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

受
理
番
号
62
号
「
村
道
古

宮
・
追
分
線
融
雪
管
設
置
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
は
、
冬

期
を
考
え
る
と
、
村
の
幹
線

道
路
で
あ
り
、
全
会
一
致
で

採
択
と
し
ま
し
た
。

９月17日の全員協議会では、県の認可による群馬

カーリサイクルセンター建設に伴い、新木社長、山口

専務より施設及び来年１月１日から施行自動車リサイ

クル法の概略の説明を受けました。

建設地近隣は、昭和中学校、住宅があり、騒音・振

動等心配であるという意見に対し、防音壁等、対策に

は万全を期すと述べられました。

▲子育保育園改築予定地周辺



ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
大
活
躍
を
さ
れ
、
見
事
に

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
、

日
本
女
子
柔
道
の
谷
亮
子
選

手
ら
の
隠
さ
れ
た
パ
ワ
ー
が

昭
和
村
農
業
観
光
協
会
の

方
々
の
心
の
こ
も
っ
た
「
苺

大
福
」
で
あ
っ
た
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

農
業
観
光
振
興
の
た
め
に

第
１
に
産
業
課
に
農
業
観

光
係
を
設
置
し
、
村
内
外
の

広
報
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、
村
の
知
名
度
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。

第
２
に
赤
城
高
原
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
内
に
昭
和
村
農
産

物
直
売
所
を
開
設
し
、
旬
菜

館
の
「
新
鮮
・
安
心
・
安

全
・
安
価
」
な
商
品
を
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
利
用
し
て
も
ら
う
事

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。第

３
に
今
後
ま
す
ま
す
増

加
す
る
兼
業
農
家
、
高
齢
者

農
家
、
空
き
農
家
等
の
生
活

体
験
と
生
産
技
術
を
大
い
に

発
揮
し
て
も
ら
え
る
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。昭

和
村
の
農
業
の
将
来
像

に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

ま
た
、
主
要
な
施
策
は
。

農
業
観
光
係
の
新
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
あ
る

べ
き
農
業
の
実
情
を
勘
案
し

な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
赤
城
高
原
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
内
の
昭
和
村
農
産
物

直
売
所
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
私
な
り
に
過
去
に
い
ろ

ん
な
人
に
も
相
談
し
た
り
し

て
お
り
ま
す
の
で
今
後
も
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
本
村
も
今
後
、

群
馬
県
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
連
絡
協
議
会
に
参
加
を

し
、
県
内
他
町
村
と
の
情
報

交
換
や
先
進
的
な
事
例
等
を

参
考
に
、
市
民
農
園
を
中
心

と
し
た
本
村
と
し
て
の
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
村
の
農

業
を
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、経
営
体
農
家
の
育
成
、

他
産
地
と
の
差
別
化
支
援
制

度
の
整
備
、
環
境
保
全
型
農

業
の
導
入
、
観
光
農
業
の
推

進
等
、
将
来
を
見
据
え
た
新

た
な
農
業
施
策
の
検
討
が
急

務
と
考
え
ま
す
。
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Ｑ
農
業
観
光
振
興
に
対
す
る
本
村
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ここが聞きたい

一般質問

村
　
　
長A

入
札
制
度
に
つ
い
て
は

過
去
、
何
度
か
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
一
般
質
問
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
村
当
局
と

し
て
改
善
の
方
向
性
が
見
ら

れ
な
い
と
感
じ
ま
す
。
地
元

業
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
平
成
15
年
度
11
億
円
強

の
事
業
費
に
対
し
、
１
社
で

６
割
も
の
金
額
を
落
札
す
る

と
い
う
異
常
な
事
態
に
対

し
、
業
者
と
村
当
局
の
癒
着

が
あ
る
の
か
と
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
予
定
価
格
の
金

額
提
示
が
談
合
に
な
り
、
公

正
な
競
争
原
理
を
阻
害
し
ま

す
。
最
低
制
限
価
格
を
必
ず

設
け
て
、
不
正
工
事
の
防
止

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
定
な
業
者
に
偏
る
こ
と
な

い
公
平
・
公
正
で
よ
り
良
い

仕
事
を
よ
り
安
く
し
て
も
ら

え
る
入
札
制
度
に
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
ミ
ス
を
し

た
業
者
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し

て
指
名
停
止
等
の
処
分
は
当

然
で
あ
り
ま
す
。
早
急
に
電

子
入
札
も
含
め
た
公
募
型
入

札
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、
平
成
15
年
度
１
億

７
千
万
円
の
消
耗
品
の
発

注
・
仕
入
れ
・
在
庫
管
理
を

総
務
課
に
用
度
係
を
設
け
て

一
元
化
し
、
徹
底
し
た
合
い

見
積
も
り
に
よ
る
、
納
入
コ

ス
ト
、
原
価
の
見
直
し
を
常

に
行
う
こ
と
が
、
自
主
自
立

に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り

ま
す
。
大
胆
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
推
進
の
た
め
に
リ
サ
イ

ク
ル
の
徹
底
と
Ｉ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
し
、
通
信
費
、
人
件

費
の
縮
減
に
最
大
限
の
努
力

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

村
長
の
見
識
あ
る
答
弁
を
。

入
札
制
度
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
と
十
分
に
協
議

し
な
が
ら
今
ま
で
や
っ
た
事

を
ふ
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。需

用
費
等
の
納
入
コ
ス
ト

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
消

耗
品
購
入
伺
書
を
各
課
か
ら

総
務
課
長
に
提
出
さ
せ
コ
ス

ト
削
減
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
改
革
を
実
施
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

入
札
制
度
に
つ
い
て

橋幸一郎議員

Ｑ

村
　
　
長A
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温
泉
不
正
表
示
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
村
の
現
状
説
明
と
情
報
の

公
開
を
求
め
ま
す
。

「
昭
和
の
湯
」
源
泉
は
、

メ
タ
ケ
イ
酸
、
フ
ッ
素
イ
オ

ン
を
含
む
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
、
60
･
９
度
の
湯
を
毎
分

31
㍑
汲
み
上
げ
、
入
浴
剤
の

使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
水
は
、
温
泉
と
同
時
に

掘
削
し
た
21
度
の
井
戸
水
源

を
利
用
し
内
湯
、
露
天
風
呂

に
つ
い
て
概
ね
34
％
で
す
。

水
道
水
は
水
風
呂
、
ジ
ェ
ッ

ト
風
呂
の
み
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

循
環
濾
過
装
置
の
洗
浄
は

毎
日
で
、塩
素
消
毒
を
行
い
、

ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
加
温
に
よ

り
循
環
使
用
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検
査
に
つ

い
て
は
今
年
２
月
に
沼
田
保

健
福
祉
事
務
所
が
実
施
し
240

Ｃ
Ｆ
Ｌ
（
100
㍉
㍑
当
た
り
）

が
検
出
さ
れ
、
改
善
対
策
と

し
て
、
浴
槽
の
循
環
配
管
器

機
の
薬
品
に
よ
る
洗
浄
を
行

い
、
塩
素
注
入
量
を
増
量
し

ま
し
た
。

浴
場
の
湯
の
総
入
れ
替
え

は
、
和
風
･
洋
風
･
ジ
ェ
ッ

ト
風
呂
は
週
２
回
、
露
天
風

呂
は
週
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
森
山
荘
に
つ
い
て

は
、
天
然
温
泉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
男
湯
は
、
地
下
水
を

沸
か
し
た
中
に
天
然
鉱
石
の

光
明
石
を
入
れ
、
日
立
金
属

考
案
の
「
温
泉
シ
ス
テ
ム
装

置
」
で
温
泉
気
分
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

循
環
濾
過
装
置
は
、
定
期

的
に
洗
浄
･
消
毒
し
、
循
環

湯
量
は
毎
分
約
140
㍑
で
、
ボ

イ
ラ
ー
で
42
度
に
加
温
し
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

殺
菌
し
て
い
ま
す
。

浴
槽
の
お
湯
は
10
回
を
目

途
に
入
れ
替
え
、
使
用
後
は

清
掃
し
て
い
ま
す
。

女
湯
は
、
入
浴
剤
で
あ
る

「
温
泉
の
元
」
を
使
用
し
、

循
環
湯
量
は
毎
分
70
㍑
で
、

同
様
に
殺
菌
･
清
掃
し
て
い

ま
す
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
は
検

出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

当
初
「
光
明
石
温
泉
」、

「
天
然
鉱
石
温
泉
」
な
ど
と

表
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
誤

解
を
招
く
と
し
て
、
表
示
板

を
取
り
外
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
適
正
表

示
を
行
い
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

郵
政
３
事
業
に
は
１
円

の
税
金
も
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
国
民
に
と
っ
て
百
害
あ

っ
て
一
利
無
し
の
「
郵
政
民

営
化
」
に
つ
い
て
、
村
長
と

し
て
断
固
反
対
の
意
志
表
明

を
求
め
る
。

民
営
化
に
、
反
対
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。

少
子
化
克
服
は
、
村
の

将
来
に
関
わ
る
最
重
要
課

題
。「

計
画
」
策
定
に
向
け
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
、
集
計

中
で
す
。
今
後
は
「
地
域
協

議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
な
か
で
子
育

て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
や
未
実
施
の
夜
間
保
育
、

休
日
、
子
育
て
短
期
支
援
、

乳
幼
児
健
康
支
援
、
特
定
保

育
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
、

つ
ど
い
の
広
場
事
業
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

計
画
地
は
狭
く
て
、
中

学
校
や
民
家
に
も
近
く
心
配

が
あ
る
。
村
長
と
し
て
の
行

政
指
導
を
求
め
る
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
く
施
設
で
、
県
規
程
に

よ
り
、
６
月
に
は
建
設
着
工

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
変
更
に
よ
り
３
千
㎡

以
下
と
狭
く
な
り
開
発
指
導

要
綱
適
用
外
と
な
り
ま
し

た
。廃
車
置
場
に
つ
い
て
は
、

農
振
除
外
申
請
が
優
良
農
地

と
の
理
由
で
不
許
可
と
な

り
、
申
請
者
か
ら
他
の
土
地

を
照
会
し
て
欲
し
い
と
の
話

が
あ
り
、
農
業
委
員
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
代
替

地
を
協
議
す
る
と
の
約
束
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
車
体
プ
レ
ス
機
械

の
設
置
で
、
騒
音
･
振
動
規

制
法
に
基
づ
く
設
置
届
け
が

村
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

建
設
地
は
、
県
生
活
環
境

保
全
条
例
の
騒
音
振
動
規
制

地
域
指
定
第
二
種
区
域
で
あ

り
、
学
校
敷
地
の
周
囲
50
ｍ

の
区
域
内
に
お
け
る
基
準

は
、
昼
50
、
朝
夕
45
、
夜
40

デ
シ
ベ
ル
以
下
で
す
。

こ
れ
ら
の
規
制
を
ふ
ま

え
、
関
係
法
の
基
準
値
以
内

で
あ
れ
ば
、
他
の
場
所
に
建

設
等
の
行
政
指
導
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

尚
、
設
置
届
け
が
出
さ
れ

ま
し
た
ら
、
こ
れ
ら
の
法
的

規
制
、
基
準
を
遵
守
す
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。

村
　
　
長A

Ｑ

村
　
　
長A

Ｑ

Ｑ
村
　
　
長A

村
　
　
長A

Ｑ

「
昭
和
の
湯
」「
山
荘
」
の
表
示
改
善
を
求
め
る

廃
車
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
建
設
問
題
に
つ
い
て
問
う

林　幸司議員

郵
政
民
営
化
に

断
固
反
対
を

子
育
て
支
援
策
の

充
実
を

昭
和
中
付
近
に

解
体
工
場
で
心
配
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全
員
協
議
会
か
ら

ゴ
ミ
の
収
集
業
務
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
、
民
間
委
託

を
開
始
し
、
一
般
廃
棄
物
収

集
業
務
を
新
栄
産
業
（
有
）

と
委
託
契
約
し
、
有
価
物
集

団
回
収
奨
励
事
業
回
収
物
引

取
り
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

郡
北
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
共
同

組
合
と
委
託
契
約
を
し
て
い

ま
す
。
村
で
は
資
源
ゴ
ミ
に

つ
い
て
、
集
団
回
収
を
推
進

し
、
そ
れ
に
移
行
す
る
地
区

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
契
約
時
と
状
況
が
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
双
方

の
契
約
当
初
の
見
込
み
量
と

違
い
が
生
じ
た
こ
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
方
策
を
協
議
し

ま
し
た
。

▽
８
月
２
日
（
月
）

一
般
廃
棄
物
・
資
源

ゴ
ミ
の
回
収
と
今
後

に
つ
い
て

茨
城
県
美
野
里
町
に
あ
る

㈱
茨
自
販
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

自
動
車
の
98
％
は
リ
サ
イ

ク
ル
が
可
能
で
一
日
100
台
を

目
標
に
稼
働
と
の
こ
と
で
し

た
。

▽
８
月
31
日
（
火
）

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て

村
当
局
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（（
株
）
ぎ
ょ
う
せ
い
）

か
ら
、
昭
和
村
の
第
４
次
総

合
計
画
策
定
に
伴
う
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
団
体
を

対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
実

施
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

の
ち
、
議
員
全
員
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、
こ
の

計
画
策
定
に
は
、
戦
略
的
な

構
想
が
必
要
と
さ
れ
、
一
律

削
減
で
は
な
く
伸
ば
せ
る
と

こ
ろ
は
伸
ば
し
て
い
く
、
誇

り
を
持
っ
て
政
治
的
・
行
財

政
的
に
自
立
し
て
い
け
る
村

づ
く
り
の
た
め
の
意
見
が
求

め
ら
れ
、
全
議
員
か
ら
今
後

10
年
の
昭
和
村
の
構
想
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

▽
９
月
17
日
（
金
）

交
流
イ
ベ
ン
ト
「
第
７
回

昭
和
の
秋
ま
つ
り
」
が
「
こ

ん
に
ゃ
く
生
産
日
本
一
」

「
野
菜
王
国
」
の
昭
和
村
を

村
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る

た
め
実
行
委
員
会
主
催
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
会
場
が
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
し
た
が
、
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
10
月
３
日
（
日
）

ポ
ン
プ
操
法
県
大
会
が
群

馬
県
消
防
学
校
に
て
開
催
さ

れ
、
第
１
分
団
・
第
３
分
団

が
見
事
に
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の

偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

な
お
、
第
１
分
団
は
11
月

８
日
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

心
よ
り
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

▽
８
月
26
日
（
木
）

小
寺
知
事
が
６
月
に
村
内

園
児
と
一
緒
に
種
ま
き
を
行

っ
た
コ
ス
モ
ス
畑
観
賞
の
た

め
来
村
し
、
園
児
、
関
係
者

か
ら
の
厚
い
歓
迎
に
終
始
笑

顔
の
知
事
で
し
た
。

▽
８
月
10
日
（
火
）

中
田
横
浜
市
長
来
村
伴
い

昭
和
の
森
山
荘
で
、
議
会
、

村
内
各
種
団
体
代
表
ら
50
人

余
り
と
盛
大
な
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
７
月
31
日
（
土
）

農
業
委
員
会
と
議
会
で
の

合
同
作
業
に
よ
る
、
総
合
運

動
公
園
内
の
下
草
刈
り
を
実

施
し
ま
し
た
。

▽
７
月
23
日
（
金
）

第
４
次
総
合
計
画
策

定
に
伴
う
説
明
と

ヒ
ア
リ
ン
グ

老
朽
化
に
伴
い
子
育
保
育

園
々
舎
の
改
築
に
つ
い
て
平

成
17
年
度
保
育
所
施
設
整
備

事
業
で
は
、
現
定
員
の
90
名

で
は
対
象
と
な
ら
ず
、
今
後

の
増
を
見
込
ん
で
定
員
を
110

名
と
し
て
申
請
し
た
旨
、
旧

東
中
跡
地
に
建
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
法
人
名
・
施
設
名
が

認
可
（
８
月
12
日
）
さ
れ
、

設
立
（
８
月
18
日
）
さ
れ
た

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

法
人
名
　
な
ご
み
の
杜

施
設
名
　
菜
の
花
館

こ
の
菜
の
花
館
に
つ
い
て

は
、
10
月
着
工
、
来
年
８
月

開
設
予
定
と
の
こ
と
で
あ

り
、
議
会
・
村
と
し
て
、
理

事
長
（
西
松
輝
高
氏
）
あ
て

に
地
元
雇
用
促
進
と
地
元
食

材
の
使
用
の
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

子
育
保
育
園
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

中
間
報
告

総
務
課
か
ら
、
昭
和
村
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
一
般
会

計
）
作
成
に
伴
い
内
容
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、
次
年

度
か
ら
は
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

企
業
会
計
に
つ
い
て
も
作
成

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

順
次
、
各
課
か
ら
の
決
算

説
明
が
さ
れ
、
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
９
月
９
日
・
10
日

（
木
・
金
）

平
成
15
年
度
昭
和
村

一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て

その他のうごき

▲中田横浜市長（横浜林間学園にて）▲下草刈りの様子
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山
口
県
萩
市
に
お
い
て
社

会
福
祉
事
業
団
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
萩
市
で

は
、
多
く
の
公
設
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
き
ま
し
た

が
、
社
協
本
来
の
主
た
る
業

務
で
あ
る
「
地
域
福
祉
の
推

進
」
の
事
業
規
模
を
上
回
る

こ
と
と
な
り
、
今
回
、
国
の

通
知
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

事
業
団
を
設
立
し
、
経
営
の

効
率
化
を
図
り
、
社
協
と
事

業
団
の
二
本
立
て
で
地
域
福

祉
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
萩
藩
出
身
の
吉
田

松
陰
の
松
下
村
塾
を
訪
ね
、

身
分
や
階
級
に
と
ら
わ
れ
ず

門
下
生
と
し
て
受
け
入
れ
、

伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
ら
明

治
政
府
に
活
躍
し
た
逸
材
を

輩
出
し
た
の
は
教
育

の
力
だ
と
人
材
育
成

の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

ま
た
、
下
関
市
に

お
い
て
は
、
環
境
未

来
館
を
視
察
し
、
高

度
経
済
成
長
下
、
消

費
は
美
徳
と
言
わ
れ

た
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
を
行
っ
て
き
た

が
、
近
年
で
は
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
を
考
え

る
様
に
な
り
、一
日
あ
た
り
、

113
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
資
源
と
し

て
再
利
用
さ
れ
る
事
に
よ

り
、
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
さ
れ

る
の
は
、
わ
ず
か
な
量
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
で
あ
る
と
説

明
を
受
け
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
建

設
維
持
に
大
金
が
か
か
り
、

少
人
口
の
本
村
と
し
て
は
、

利
根
沼
田
広
域
で
の
作
業
が

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
を
あ

ら
た
に
し
ま
し
た
。

議
会
視
察
研
修
報
告

民
生
文
教
常
任
委
員
会

７
月
12
日
〜
14
日

総
務
常
任
委
員
会

８
月
18
日
〜
20
日

現
在
全
国
の
各
市
町
村
で
は
合
併
問
題
に
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
目
的
は
、
そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
村
は
合
併
を
せ
ず
に
自
主
自
立
を
選
択
、

自
立
を
目
指
す
村
づ
く
り
に
着
手
し
、
自
立
の
た
め
の
村
づ
く
り
の
た
め
、
新
潟
県
・
長

野
県
の
合
併
し
な
い
町
や
村
を
調
査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

新潟県　津南町
人口　12,353人　（男6,089 女6,264）

面積　170.2k㎡　財政力指数　0.3（H15年度）

自立に向けた取り組み

（１）全事務の事業見直し

（２）分野別自立推進チームによる具体的な町づくりの検討・構

築

（３）人事・給与・機構等の見直し

（４）予算・税財政の見直し

これらを、重点目標課題として平成15年、16年の２カ年をか

けて取り組み、現在、分野別自立推進チーム（全職員所属）で週

１回、勤務時間外に自律に向けた町づくりに会議を重ねています。
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長野県　原　村
人口　7,386人　（男 3,642  女 3,744）

面積　43.16k㎡　財政力指数　0.324（H15年度）

輝け、原村 自律への道と題して

日本一元気な村をめざす新しい村づくりに向けての基

本方針として、根本的な行財政改革を実施しながら、

住民が行政運営や村づくりに積極的に参加。安価で効

率的な行政体を実現し、夢のある村づくりを進めてい

くことを理念としています。

緑と笑顔あふれる心豊かな村

１．人と自然を大切にした住みよい村づくり

２．人と文化を育む村づくり

３．健康と幸せを誇れる村づくり

４．環境と共生した活力ある村づくり

農業の盛んな村で、我が村とたいへん似た環境にあ

りました。自立計画も16年５月より、庁内プロジェク

ト設置以降、17年度予算への反映、第４次原村総合計

画に向けて財政改革プランが進行していました。

長野県　栄　村
人口　2,621人　（男 1,249  女 1,372）

面積　271.51k㎡　財政力指数　0.12（H14年度）

栄村「自律」研究報告書の中で実践例として

（１）道直し事業（施工を職員と住民とが協力しなが

ら直営ですすめる。）

（２）雪害対策救助員制度（雪害救助員が雪踏み支援

員を配置し対応。村民協力）

（３）田直し事業（村直営で地域に合った土地改良を

行ってきた。）

（４）栄村振興公社の運営（原料や労力を村内から調

達。地域に還元し循環を目指す。）

（５）下駄ばきヘルプの体制（豪雪地でも下駄を履い

ていける距離にヘルパーを確保。

村で独自のヘルパー養成講座を開き、人材確保。）

（６）合併浄化槽による下水整備（集落が散在のため。）

豪雪山村のこの村は数量的発展を目指すのではな

く、１人ひとりの住民の生きざまに視点を置き、住民

の意識改革と地域の将来像を描きながら、村づくりを

進めていました。

長野県　泰
やす

阜
おか

村
人口　2,069人　（男968  女 1,101 ）

面積　64.54k㎡　財政力指数　0.15（H15年度）

長野県田中知事が住所移動で有名になった村。大き

な山と天竜川に付断され、たいへん交通の便が悪いと

のこと。アンケート結果、自立が50％で合併に賛成は

20％との結果、自立を決定しました。

泰阜村では「ふるさと思いやり基金」の寄附の案内

を出していました。

－ 日本の成長と都会の発展の結果、過疎村となり、

少子高齢化、後継者不足等で、税収不足と、様々な課

題が村を直撃、山村は森林保全や水資源の供給はない。

都市との共生の時代時代の観点から共感していただけ

る方より寄附をいただき財源とし、村にふさわしい、

事業を実施していきたい。－

過疎が進み、たいへん厳しい村であるよう思います

が、たいへんユニークな発想から今後の都市住民の関

心と協力に期待をかけた村の思いを感じました。

研修報告

（H16.4.1）

（H16.4.1）（H16.4.1）

合
併
し
な
い
４
町
村
を
視
察

研
修
を
行
い
、
昭
和
村
は
人
口

７
９
２
４
人
・
面
積
64
・
17
●

（
Ｈ
16
・
４
・
１
）
財
政
力
指
数

０
・
２
８
（
Ｈ
15
年
度
）
と
人

口
は
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
財
政
力
も
大
変
厳
し
い

中
で
あ
り
ま
す
が
、
交
通
の
便

と
後
継
者
問
題
等
々
、
ま
だ
ま

だ
恵
ま
れ
た
条
件
も
あ
り
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
優
位
性
を
生

か
し
、
他
に
負
け
な
い
む
ら
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し

た
。

km2

’
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研修報告

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
月
９
日
〜
11
日

四
国
高
知
市
よ
り
車
で
東

へ
２
時
間
あ
ま
り
、
鮎
釣
り

で
有
名
な
清
流
安
田
川
沿
い

に
今
回
研
修
地
「
ゆ
ず
の
里

馬
路
村
」
が
あ
り
ま
す
。

人
口
、
１
　
２
０
０
人
、

村
の
96
％
が
山
林
で
残
り

４
％
が
畑
で
、
そ
の
う
ち
の

46
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
ゆ
ず

の
栽
培
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
の
産
業
は
森
林
資
源
と

ゆ
ず
栽
培
と
ゆ
ず
の
加
工
品

で
す
。
か
つ
て
、
林
業
を
主

と
し
た
産
業
が
今
日
、
木
材

価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
衰
退

を
し
て
い
く
中
、
わ
ず
か
ば

か
り
の
農
地
に
「
ゆ
ず
」
の

栽
培
を
始
め
た
の
が
、
昭
和

40
年
頃
で
あ
り
、
当
時
10
名

ほ
ど
の
研
究
会
員
が
中
心
と

な
っ
た
取
り
組
み
で
あ
り
ま

し
た
。

も
と
も
と
村
に
は
百
年
を

越
す
古
木
が
散
在
し
、
ゆ
ず

を
利
用
す
る
食
文
化
も
あ
っ

て
、
栽
培
を
始
め
る
き
っ
か

け
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

農
協
が
ゆ
ず
の
取
り
組
み

を
始
め
た
の
は
栽
培
か
ら
数

年
を
経
過
し
て
か
ら
で
あ

り
、
生
産
量
は
ま
だ
わ
ず
か

で
あ
っ
た
が
、
栽
培
農
家
の

増
加
、生
産
の
増
大
に
よ
り
、

農
協
は
下
級
品
の
加
工
販
売

に
取
り
組
み
、
ジ
ュ
ー
ス
・

ポ
ン
酢
・
ゼ
リ
ー
な
ど
数
多

く
の
加
工
品
の
販
売
に
力
を

入
れ
、
産
直
と
宅
配
便
を
利

用
し
て
全
国
へ
配
送
し
て
い

ま
す
。

人
口
１
　
２
０
０
人
の
村

の
農
協
と
役
場
の
職
員
が
全

国
の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
へ
年
間

約
80
回
く
ら
い
参
加
し
て
、

宣
伝
し
、
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
成
果
あ
っ
て
、
現
在

で
は
全
国
に
農
協
30
万
人
、

役
場
２
万
人
の
お
客
さ
ん
を

持
ち
、
販
売
・
配
送
し
て
お

り
、
今
で
は
170
戸
の
ゆ
ず
栽

培
農
家
で
生
産
し
、
馬
路
村

の
ゆ
ず
販
売
の
売
り
上
げ
が

30
億
円
を
超
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
で
は
、
ゆ
ず

の
販
売
ル
ー
ト
を
利
用
し
、

森
林
組
合
が
、
杉
工
芸
品
、

花
瓶
、
お
盆
、
う
ち
わ
な
ど

の
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

梼
原
町
は
、
高
知
県
中
西

部
に
位
置
し
、
日
本
の
三
大

カ
ル
ス
ト
と
言
わ
れ
る
広
大

な
カ
ル
ス
ト
高
原
を
有
す
る

地
域
に
あ
り
ま
す
。

「
四
国
カ
ル
ス
ト
」
は
、

日
本
最
後
の
清
流
四
万
十
川

の
源
流
域
に
位
置
し
て
お

り
、
風
況
が
良
く
風
力
発
電

所
の
建
設
に
は
最
良
の
条
件

を
整
え
て
い
る
こ
と
が
、
平

成
８
年
度
か
ら
風
力
調
査
に

よ
り
実
証
さ
れ
、
最
近
何
か

と
話
題
に
な
っ
て
い
る
、
自

然
に
や
さ
し
い
風
力
発
電
の

建
設
を
行
い
、「
カ
ル
ス
ト
」

の
高
原
を
わ
た
る
風
を
受
け

雄
大
に
回
る
風
車
が
２
機
あ

り
、
発
電
し
て
い
ま
す
。

風
車
の
高
さ
50
メ
ー
ト

ル
、
羽
根
が
48
メ
ー
ト
ル
。

一
機
の
建
設
費
が
２
億
２
千

万
円
で
２
機
合
わ
せ
た
年
間

の
電
気
売
上
げ
金
額
が
４
千

万
円
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を

林
業
関
係
へ
助
成
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

「
ゆ
ず
の
里
馬
路
村
」

「
風
力
発
電
」

▲馬路村の加工品

’

’

ゆ
す
は
ら
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自　平成16年５月20日　　至　平成16年９月２日

受　理
年月日

件　　　　　　　名
陳 情 者 の
住所・氏名

紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

審議結果
受理
番号

H16. 5 .2070
地方財政の充実・強化を求める意

見書の提出に関する陳情書

自治労群馬県本部
中央執行委員長 田中興一

総　　務 採　　択

H16. 6 .1575
「日米地位協定の抜本改正を求め

る意見書」採択に関する要請

群馬県平和運動センター
代表委員 石黒寅毅ほか７名
群馬県憲法を守る会

総　　務 趣旨採択

H16. 8 . 976

子どもたちの健やかな成長を保障
するために教育諸条件の整備を行
い、教育基本法を守り生かすこと
を求める請願

教育基本法の改悪を許さ
ないぐんまの会
代表　石田清人

林　　幸司 民　　文 継　　続

H16. 8 .2377
陳情書「入原県道より西原村道を
繋ぐ旧道拡幅及び一部分の新設工
事のお願いについて」

入原区長　諸田幸男
道路委員長　高橋雅俊

ほか

竹之内　章
藤井　富夫

産　　建 採　　択

H16. 8 .2678
「スーパーＬ資金」農林漁業金融
公庫直接融資に関する利子補給の
お願い

株式会社野菜くらぶ
代表取締役社長　澤浦彰治
ほか９名

治田　貞賢
�橋幸一郎

産　　建 継　　続

H16. 8 .3179

「国際コメ年」記念事業の推進と、

国に対し「米改革」の中止および

価格保障制度の確立を中心とした

稲作再生策を求める請願

利根沼田農民連

代　表　後藤　利雄
林　　幸司 産　　建 趣旨採択

H16. 9 . 180

「郵政事業を民営化しないことを

要望する意見書」の提出を要請す

る件

久呂保郵便局長　堤　順裕

糸之瀬郵便局長　鈴木宏政

金子松二郎
竹之内　章
藤井　富夫

総　　務 採　　択

H16. 9 . 181
地球温暖化防止のための森林吸収

源対策の確実な推進について

群馬林政推進協議会

会　長　飯塚　昌男
総　　務 採　　択

H16. 9 . 282
陳情書「村道古宮、追分線 融雪

管設置についてのお願い」

大河原区長　松井 三郎

ほか５名
治田　貞賢 産　　建 採　　択
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昭
和
の
秋
祭
り
実
行
委
員

と
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
一
言
申
し
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
併
四
十
周
年
を
記
念
し

て
始
ま
っ
た
昭
和
の
秋
祭
り

も
、
村
長
や
議
会
の
皆
様
を

は
じ
め
と
し
多
く
の
団
体
個

人
等
の
ご
支
援
ご
強
力
に
よ

り
年
々
参
加
者
が
増
加
し
会

場
せ
ま
し
と
い
っ
た
盛
況
に

な
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
生
産
日

本
一
、
野
菜
王
国
昭
和
の
ピ

ー
ア
ー
ル
が
出
来
ま
し
た
事

に
対
し
実
行
委
員
長
と
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
で
第
７
回
目
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
様
に
イ
ベ

ン
ト
を
し
て
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
は
、
私
が
り
ん
ご
研

究
会
長
の
時
に
、
東
京
ば
か

り
で
な
く
、
県
内
に
も
ピ
ー

ア
ー
ル
し
た
ら
と
い
う
事
に

な
り
、
前
橋
市
の
ス
ー
パ
ー

で
り
ん
ご
の
宣
伝
を
し
た
時

に
昭
和
村
か
ら
来
ま
し
た
と

言
っ
た
ら
、
そ
ん
な
村
ど
こ

に
あ
る
の
と
言
わ
れ
、
知
名

度
の
低
い
の
に
驚
い
た
事
が

あ
り
ま
し
た
、
当
時
は
り
ん

ご
は
共
選
で
東
京
市
場
に
出

荷
し
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
農
協
、

仲
買
に
出
し
て
い
た
頃
で
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
希
望

し
て
な
い
状
態
で
し
た
。

今
日
で
は
安
値
の
農
産
物

が
店
に
並
ぶ
様
に
な
り
、
農

業
経
営
の
合
理
化
や
よ
い
品

物
を
生
産
し
競
争
に
負
け
な

い
様
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
、
そ
の
う
え
「
自

主
自
立
」
の
村
を
目
指
す
の

で
す
か
ら
村
長
さ
ん
始
め
議

会
の
方
々
に
も
、
よ
ろ
し
く

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

昭
和
村
に
花
火
を
上
げ
る

会
を
発
足
し
早
い
も
の
で

「
10
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
昭
和
」
を

開
催
で
き
ま
し
た
事
を
こ
の

場
を
か
り
改
め
て
協
賛
者
を

は
じ
め
関
係
各
位
ま
た
村
民

の
皆
さ
ん
に
対
し
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

結
成
時
よ
り
か
わ
ら
ず
「
子

供
た
ち
に
夢
と
思
い
出
を
」

で
あ
り
、
開
催
の
目
的
は
昭

和
村
の
人
、
と
く
に
子
供
た

ち
に
本
物
の
花
火
を
見
せ
て

あ
げ
た
い
、
村
づ
く
り
と
か

観
光
と
か
そ
う
言
う
意
識
は

メ
ン
バ
ー
に
は
全
く
な
く
手

作
り
を
基
本
に
（
昼
間
の
イ

ベ
ン
ト
・
会
場
駐
車
場
の
設

営
・
告
知
の
ポ
ス
タ
ー
等
）

毎
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
沢
山
の
村
外
、

県
外
の
人
達
も
来
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
本
年
度
メ
ン
バ

ー
の
一
人
が
（
酪
農
業
）
子

牛
を
見
せ
た
り
、
さ
わ
ら
せ

た
り
と
、
ミ
ニ
ふ
れ
あ
い
牧

場
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
外

の
親
子
が
ス
タ
ッ
フ
に
「
福

祉
バ
ザ
ー
の
牛
乳
は
、
こ
ち

ら
の
牧
場
の
物
で
す
か
」
と

聞
い
て
き
た
。「
そ
う
で
す
」

と
答
え
る
と
「
う
す
め
て
な

い
か
ら
濃
く
て
美
味
し

い
？
」「
牛
は
メ
ス
な
ら
い

つ
で
も
牛
乳
が
？
」
蒟
蒻
芋

を
知
ら
な
い
、
加
工
法
を
知

ら
な
い
。

前
に
記
し
た
と
う
り
私
達

は
、
昭
和
村
の
子
供
達
に
本

物
の
花
火
を
見
せ
た
い
と
い

う
目
的
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
行
き
ま
す
が
村
当
局

を
は
じ
め
商
工
会
等
「
昭
和

村
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と

し
て
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

このページは、村民皆様の声を聞くコーナーです。声をお寄せ下さい。議会事務局(124-5111)まで

読者シリーズ
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昭
和
の
秋
ま
つ
り
を
開
催
し
て
思
う
こ
と

昭
和
の
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
長

加
　
藤
　
義
　
則

（
宿
　
70
歳
）

さ
ん

子
供
達
に
夢
と
思
い
出
を

昭
和
村
に
花
火
を
上
げ
る
会

小
　
池
　
和
　
弘

（
松
ノ
木
第
一
　
40
歳
）

さ
ん

昭
和
村
舞
踊
協
会
が
、
平

成
６
年
に
設
立
し
、
早
く
も

今
年
十
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
過
ぎ
去
っ
た
こ

の
10
年
間
の
歩
み
に
お
い
て

は
、
ご
指
導
、
ご
後
援
い
た

だ
き
ま
し
た
諸
先
輩
、
各
界

ご
指
導
者
や
会
員
、
そ
し
て

舞
踊
を
愛
す
る
多
く
の
皆
様

の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と

会
を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

発
足
当
初
よ
り
七
会
派
合

同
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
連

絡
協
調
を
図
り
つ
つ
、
第
１

回
公
演
を
平
成
７
年
10
月
、

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
社
会
福
祉
義
援
金
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踊
発
表
会
と

し
て
開
催
し
、
そ
の
浄
財
を

福
祉
義
援
金
と
し
て
、
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
り
続

け
、
以
来
回
を
重
ね
今
年
10

月
17
日
記
念
す
べ
き
第
10
回

発
表
会
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
、
ま
た
こ
の
10

年
間
に
わ
た
る
記
録
を
記
念

誌
「
舞
踊
協
会
だ
よ
り
」
と

し
て
教
育
委
員
会
事
務
局
の

ご
尽
力
に
よ
り
発
刊
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ
う
し
て
会
員
共
々
、
こ

こ
十
と
い
う
年
を
重
ね
た
現

在
で
も
芸
能
を
通
し
て
固
く

結
ば
れ
今
日
の
隆
盛
を
み
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
も
七
会
派
の
指
導
者

に
よ
り
会
員
一
体
と
な
り
、

村
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
積

極
的
な
舞
踊
協
会
運
営
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

舞
踊
一
す
じ
　

十
周
年
を
迎
え
て

昭
和
村
舞
踊
協
会

竹
之
内
　
み
ち
江

（
吹
　
　
張
）

さ
ん

会
長

会
長
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こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
は
、
過
去
か
ら
の
延
長

線
上
に
あ
ら
ず
、
大
切
な
の
は
、
村
民
皆
様
の
協

力
は
も
と
よ
り
、
係
る
人
々
の
正
し
い
判
断
だ
と

思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
皆
様
へ
の
議
会
報
告
と
共
に
、

私
た
ち
に
も
数
々
の
経
験
と
勉
強
を
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
多
く
の

方
々
の
指
導
と
協
力
に
、
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
し
て
編
集
委
員
を
交
代
い
た
し
ま
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

盛
吉
記

昭
和
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
金
　
子
　
松
二
郎

副
委
員
長
　
関
　
上
　
正
　
雄

委
　
　
員
　
竹
之
内
　
　
　
章

〃
　
　
堤
　
　
　
盛
　
吉

〃
　
　
�
　
橋
　
幸
一
郎

〃
　
　
吉
　
野
　
藤
　
彦

〃
　
　
澤
　
浦
　
譽
　
由

とじておくと便利です

平
成
16
年
10
月
25
日
号
　

発
行
　
昭
和
村
議
会

議
会
だ
よ
り
№31

〒
379
―

群
馬
県
利
根

郡
昭
和
村
大
字
糸
井
３
８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
８(

24)

５
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
８(

24)

５
２
５
４

編

集
　
昭
和
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

印

刷
　
㈲

利

根

印

刷

所

1298

７　月 ８　月
２日　議会全員協議会

９日　産業建設常任委員会県外視察

11日　（高知県馬路村・梼原町）

10日　小寺群馬県知事来村

18日　総務常任委員会県外視察

20日　（新潟県津南町・長野県栄村・

原村・泰阜村）

23日　第37回村民運動会打合会議

26日　ポンプ操法競技大会　県大会

第一分団優勝　ポンプ車の部

第三分団優勝　小型ポンプの部

29日　利根郡町村議会議長会行政視察

31日　

31日　茨自販リサイクルセンター調査

視察

９　月

議会のうごき

3日　議会運営委員会

9日　第13回昭和村議会定例会

17日　

11日　大河原小学校運動会

南小学校運動会

東小学校運動会

18日　昭和中学校運動会

24日　利根地方総合開発協会県へ陳情

26日　第37回村民運動会

２日　議会だより編集委員会

11日　参議院議員選挙投票日

12日　利根郡広域圏議員協議会・定例

議長会

12日　民生文教常任委員会県外視察

14日　（山口県萩市・下関市）

15日　議会だより編集委員会

23日　総合運動公園下草刈り

30日　吾妻郡草津町行政視察

31日　中田横浜市長来村

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
環
境
の
中
で
、
私

の
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
長

く
、
厳
し
い
訓
練
を
積
み

重
ね
昭
和
村
消
防
団
は
、

前
回
に
続
き
県
大
会
優

勝
、
全
国
大
会
連
続
出
場

と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま

し
た
。
操
法
員
一
人
一
人

の
努
力
は
勿
論
で
す
が
、

家
族
の
理
解
、
全
団
員
の

応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

出
来
た
事
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
へ
向
け
て
訓

練
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

団
員
達
が
大
会
で
全
力
を

出
し
き
れ
る
よ
う
、
村
全

体
で
の
応
援
を
引
き
続
き

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た

事
を
機
に
、
村
民
の
皆
様

が
防
火
・
防
災
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
頂
け
れ
ば

幸
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
第
３
分
団
員
と

し
て
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

出
場
し
て
か
ら
20
数
年
が

た
ち
ま
し
た
。
仕
事
に
支

障
の
少
な
い
早
朝
に
集
合

し
て
毎
日
訓
練
を
し
て
い

ま
し
た
。
団
員
も
農
業
従

事
者
が
多
く
、
家
族
に
時

間
を
融
通
し
て
も
ら
い
頑

張
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。
あ
の
頃
は
、
ど
の
家

も
今
ほ
ど
の
耕
作
面
積
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
家
族
の
協
力
な

く
し
て
は
出
来
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
農
業
も
大
き

く
変
わ
り
、
機
械
化
が
進

み
耕
作
面
積
も
増
え
ま
し

た
。
団
員
の
職
業
構
成
の

割
合
も
変
わ
り
ま
し
た
。

村
も
自
主
自
立
の
道
を
歩

も
う
と
し
て
い
ま
す
。

色
々
な
状
況
変
化
の
中
、

消
防
の
果
た
す
役
割
も
ま

防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を

昭
和
村
消
防
団
長

倉
　
澤
　
憲
　
治

（
根
岸
　
47
歳
）

さ
ん

読者シリーズ
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